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図 1 広島県の方言区画と本研究の調査地点（小西 2017 の図をもとに改編） 









表 1 回答者の内訳 
世代別 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 代以上 無回答 
安芸高田市       1 1  
広島市安佐南区  1 1 1   1   
広島市安佐北区  1 1 1  1    
広島市東区  1  1 1  1   
広島市西区  5   1  1   
広島市中区  1  1 2 3 1 1  
広島市南区   1  3  1 1  
広島市佐伯区  1    1 1   
広島市安芸区    1      
広島市（不明）  1    1  1  
廿日市市  2        
安芸郡府中町 1 3 4 5 4 8 10 5 2 
安芸郡海田町     1  1   
安芸郡熊野町  1        
安芸郡坂町    1      
東広島市  8        
呉市  1   2 1  1  
総計（人） 1 26 7 11 14 15 18 10 2 
 




































































































































1 今日は働きすぎて、もう身体がしんどい 《身体的苦痛（全体）》 
2 かぜをひいて咳（せき）が出て、胸が苦しい 《身体的苦痛（部分）》 
3 病気で何も食べられず、つらい 《精神的苦痛》 
4 朝から晩まで仕事だったので、疲れた 《疲労感》 




7 雨が降っているし、今から出かけるのはおっくうだ。 《行動への消極的態度（億劫）》 









11 雨でズボンのすそが濡れて「不快だ・気持ちが悪い」 《水気に対する不快感》 










項目番号 4 番と 5 番の質問文は、「疲れた」と「だるい」を何というかを訊いている。共通語形
の意味から、それぞれ《疲労感》と《倦怠感》とした。 








































も 70 代と 80 代にわずかに確認されるのみであり、部分的な苦痛では使用しづらいといえる。 





























































































































   
 
５．２ 「ヤネコイ」 
「ヤネコイ」の使用状況を示したものが表 4 である。 
「ヤネコイ」は、《身体的苦痛（全体）》と《身体的苦痛（部分）》の項目において、おおよそす





9－    － 
表 4 「ヤネコイ」の使用状況の割合（人） 











































性別 男性 男性 女性 男性 女性 
年齢 22 22 52 無回答 78 
《身体的苦痛
（全体）》 
○ ○ ○   
《身体的苦痛
（部分）》 
○  ○ ○  
《精神的苦
痛》 
○  ○  ○ 







2 と図 3 である。 
 






































メンドウ類 メンドクサイ シチメンドクサイ メンドイ
ジャマクサイ カッタルイ タイギー その他


































ウットーシー ウズローシー ウズラワシー ウザイ
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